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１．は じ め に

　2000年、北欧最大の野外音楽祭であるロスキルド・フェスティバルの一画のブースでヒューマンライ
ブラリーが初めて開催されてから20年以上が経過した。当初はデンマークの若者たちが中心となり暴力
撲滅を掲げて行われたヒューマンライブラリーであるが、現在では社会の偏見を低減することや、多様
性に寛容な心を育てるための実践的なイベントとして、この20年の間に世界90か国以上に広がり、日本
各地でも大学、各種団体、個人で開催されている（坪井2017）。新潟青陵大学 新潟青陵大学短期大学部 
社会連携センター（以下：青陵社会連携センター）でも2018年から公開講座「ふわりとつつむインクルー
ジョン講座」の一つとして同大学・短大を会場に学内外に向けてヒューマンライブラリーを毎年開催し
てきた。
　「障がい１ をもっていたり、人種的なマイノリティであったりすることで人々から近づきにくいと思
われたり、偏見を受けやすい立場にある人が、『本』となって30 ～ 45分程度貸し出され、『読者』は１
対１で、あるいは１対数人でその『本』の語りに耳を傾け、対話がなされるという特別な『図書館』（イ
ベント）」（横田2012, p.155）であるヒューマンライブラリーは対面での人と人との対話がベースであり、
ゆえに2020年から日本でも広がり始めた新型コロナウイルス感染症は社会における人々の物理的距離の
確保を余儀なくし、ヒューマンライブラリー実践者に苦悩をもたらした。しかし新型コロナという未知
のウイルスによって不確実性が高まる社会であるからこそ対話を止めてはいけないと、コロナ禍ではオ
ンラインでのヒューマンライブラリーが各地で開催されるようになった。
　青陵社会連携センターでも2020年、2021年とZoom会議室システムを利用してオンラインでヒューマ
ンライブラリーを開催した。オンラインでの開催のメリットとしては、参加のしやすさ、物理的な距離
を超えて全国の人々と繋がれる喜び、またZoomのブレイクアウトルーム機能を使った少人数制での対

１ 「障がい」「障害」の表記に関しては様々な見解によって議論がなされるが、本稿では原則その言葉を使用した者が記
した表記に従い、それ以外は「障害の社会モデル」の概念をもとに「障害」の表記を使用する。
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話ゆえの親密性などがあるが、デメリットとしては発話のタイミングの難しさや、特に発達障害のある
参加者にとっては相手の表情や感情が分かりづらいといったことがあげられ（関2021、2022）、対面で
のヒューマンライブラリーを望む声も多くあげられた。そして、2022年度の第５回目を迎える青陵での
ヒューマンライブラリーは新型コロナウイルス感染症対策を徹底した上で対面にて開催した。本稿では、
ヒューマンライブラリー運営を担う新潟青陵大学・新潟青陵大学短期大学部 学生司書プロジェクトの
活動報告、コロナ禍における対面でのヒューマンライブラリーの実践報告、そしてアンケート結果等か
らヒューマンライブラリーの効果を考察することを主たる目的とする。なお、これ以降、ヒューマンラ
イブラリーでの語り手を「本」、参加者・聴き手を「読者」、スタッフを「司書」または「学生司書」と
する。

２.	新潟青陵大学・新潟青陵大学短期大学部	学生司書プロジェクト

２－１．勉強会

　ヒューマンライブラリーにおける「司書」とはイベントの主催者である運営スタッフのことである。
青陵社会連携センターが主催するヒューマンライブラリーであるが、準備・運営は教育の一環（先進的
な教育方法の開発・取組）として学生が行うこととし、「新潟青陵大学短期大学部学長教育改革助成金」
を継続的に獲得している。今年度は筆者の担当するゼミの活動として新潟青陵大学短期大学部人間総合
学科２年生15名を中心に、新潟青陵大学福祉心理学部臨床心理学科４年生１名、３年生３名、１年生１
名、社会福祉学科４年生１名、３年生１名の有志が加わり、計22名が「学生司書」として活動した。
　６月から７月にかけて、多様性を学ぶことを目的に様々な属性を持つ方をゲストスピーカーとして、
またその分野の専門家を講師として迎え勉強会を行った【表１】。

【表１】
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　ゲストスピーカーの多くは11月のヒューマンライブラリーで実際に「本」となる方も多く、ヒューマ
ンライブラリーのリハーサルとしても機能している。またオンラインでも勉強会を行ったので、東京や
北海道からの参加もあった。一方、３年ぶりに対面での勉強会も開催することができた【写真１】【写真
２】。「学生司書」はゲストスピーカーの多様な背景を学ぶと同時に、ゲストスピーカーとの対話を通し
て、ヒューマンライブラリーの「本」との接し方を学んでいく。　

２－２．課外での活動

　今回はヒューマンライブラリーに付随する２つの課外活動を「学生司書」とともに行った。１つ目は
東新潟中学校の特別支援学級での「ミニヒューマンライブラリー」の開催である。ヒューマンライブラ
リーは本来、社会の偏見を低減することを目的に、多様な背景を持つ「本」と１対少数で対話を重ねる。
今回は「ミニヒューマンライブラリー」と題して行ったがその形を大きく変え、中途四肢麻痺を属性の
ひとつに持つ「本」と４名の「学生司書」とともに特別支援学級を３回訪問し、「本」を囲んで毎回15
名程度の生徒と対話の会を開催した【写真３】。生徒自身も知的障害や精神障害といった多様な障害を抱
えており、発言が得意な生徒、不得意な生徒がいる中ではあったが、「本」の個人的な趣味や好みに関
する質問など、「本」の属性を超えた「本」自身への質問が飛び交うことも非常に興味深かった。また

「本」の使用している電動車椅子をもっと近くで見たいといった要望や、「本」の介助者にも質問するな
ど、まさにヒューマンライブラリーの固定概念から良い意味で逸脱する対話が行われた。３回目の訪問

【写真１】 【写真２】

【写真３】 【写真４】
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では、「３年後、５年後、10年後の私」をテーマに「学生司書」も対話に参加し生徒との交流を図った。
　２つ目は新潟青陵高等学校へのヒューマンライブラリー事前授業である【写真４】。この授業には筆者
と「学生司書」８名（内「本」役１名）、そして高校からは１年生から３年生までの46名の生徒が参加した。
まずは筆者からヒューマンライブラリーの概要、多文化社会における「違いを知る」ことの重要性、無
意識の偏見等について簡単に講義をしたのち、今回「本」役としてもヒューマンライブラリーに参加す
る「学生司書」から、自身の属性であるパンセクシュアル、不定性Xジェンダーについて、他「学生司書」
数名から「なぜヒューマンライブラリーに『司書』（スタッフ）として参加したか」について発表してもらっ
た。
　その後、生徒を５～７人のグループに分け、各グループに「学生司書」が1名つき、「本」役の「学生司書」
からはさらに詳しい自身の属性について、他「学生司書」から、後述する「本」の「あらすじ」（紹介文）
の冊子を参照しながら、各自が担当する「本」の紹介やこの活動を通しての気づきなどを共有してもら
い、質疑応答を行った。生徒からは「本」役の学生に対して「『本』として語る前と後ではどう変化があっ
たか」、「学生司書」に対しては「どこまで『本』に質問していいのか」、「『本』役はどのように見つけ
るのか」など質問があがった。非常に短い時間ではあったが、生徒たちは関心をもって授業に参加して
いる様子であった。

２－３．「本」の「あらすじ」作成

　「あらすじ」とは「本」の紹介文である。後述するが、今回のヒューマンライブラリーは完全予約制
としたため、参加希望者はネット上で公開された「あらすじ」を読み、事前に希望する「本」との対話
の予約を取る。「あらすじ」はタイトル、「本」の属性を表すハッシュタグ、「本」の紹介、そして担当
の「学生司書」のコメントで構成されている。「学生司書」は夏休みを利用し、「本」へのインタビュー
を通してこれらを考え、「本」と何度もやり取りをしながら「あらすじ」を完成させる。タイトルはそ
の一文で「本」が抱える人生のテーマが分かるように、ハッシュタグは障害や病気といったものだけで
なく、その「本」の趣味や従事する活動、好きなものといった人柄が分かるようなワードも含まれる。
主となる紹介文は「本」が語るライフストーリーを「学生司書」が自分たちの言葉で再構築する。過去
２年はこのインタビューもすべてオンラインで行っていたが、今回は「本」の都合に合わせてオンライ
ンないしは対面で行うことにした。対面の場合は「学生司書」は「本」の職場や自宅まで出向いてイン
タビューを行うこともあった【写真５】【写真６】。
　
【写真５】 【写真６】
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　青陵学生司書プロジェクトではこの「あらすじ」作成をプロジェクト課題の根幹としている。「あら
すじ」作成を通して、共にヒューマンライブラリーを開催するという「協力者」である「本」に対し興
味をもち、その心情に共感する。インタビューでの「本」の自己開示は「学生司書」にとっては「信頼」
という社会報酬となり、「本」の持つ属性を超えた人間関係が構築される。その過程で、「学生司書」が
自己の固定概念や偏見に気づき、自分の考え方の枠組みを再構築する。なお2022年度作成の「本」の「あ
らすじ」は青陵社会連携センターのホームページ上２で閲覧できる。

３．ヒューマンライブラリー 2022実践報告

　2022年11月６日（日）に「ニイガタヒューマンライブラリー＠SEIRYO ～あなたを知ってわたしを
知りたい～」と題して、第５回目となるヒューマンライブラリーを３年ぶりに対面で、新潟青陵大学 
新潟青陵大学短期大学部にて（以下：青陵大学・短期大学部）開催した。今回は19組20名が「本」とし
て参加、12時30分から16時までの間に15分の休憩を入れ30分の対話のセッションを５セッション設置し
た。16時15分から17時までは「本」「読者」の希望者と「学生司書」で簡単な振り返り会を開催した。
　今回のヒューマンライブラリーでは事前に66名の申し込みがあり、開催数日前には予定していたすべ
てのセッションが予約で埋まった。しかし、11月は新型コロナウイルス感染拡大の第８波に向かってい
く時期でもあったことから、当日のキャンセルも多く来場者は48名にとどまった。しかし「本」のキャ
ンセルも出たことから、「読者」に急遽別のセッションに参加してもらい、また「学生司書」も「読者」
として参加することで、準備していた約70セッションすべてを有意義に開催することができた。
　【表２】は「本」のタイトルとキーワード、そしてセッション１から５の〇印は実際に行われた対話セッ
ションを示す。今回対面開催にもかかわらず、南魚沼や北海道からも「本」としての参加があった。ま
た内２名が学生司書プロジェクトのメンバーであり、４名がそのOGである。
　従来の対面型のヒューマンライブラリーの実施方法と大きく異なることは、「読者」の参加を完全予
約制としたことである。今回はコロナ禍ということで、対話における「読者」の人数を５～６名程度か
ら１～３名程度とし、また万が一参加者から新型コロナウイルスの感染者が出た場合に早急に連絡がで
きるよう、Googleフォームを使用し予約をしてもらった。これにより事前に、「本」、「学生司書」、教職
員等も含めた会場にいる人の数が把握でき、動線の確保や対話における人数のコントロールが可能に
なった。また予約時にGoogleフォーム上で「同意書」３の内容を厳守するという約束のもと申し込みを
してもらうため、会場での「同意書」へのサインは必要なくなり、さらに事前予約によって当日に「本」
の「あらすじ」を読み、その場で対話の予約をする必要もなく、受付での「学生司書」とのコンタクト
も極力減らすことができ、会場内でも混雑することなく人の流れが非常にスムースであった。
　対話開催の合同会場では通常よりも対話ごとのテーブルのスペースをあけ、さらに飛沫防止パネルは
対話を妨げるため使用しない分、「本」と「読者」の距離もある程度確保できるようなテーブルとイス
の配置を行った。また聴覚に障害のある「本」の対話には「学生司書」のサポートが入るため個室を用
意したが、それ以外の対話に対しても積極的に個室を活用した。本来は大教室に多くの対話のテーブル

２ ヒューマンライブラリー 2022あらすじ（https://www.n-seiryo.ac.jp/cms/wp-content/themes/seiryo/images/page/
extension/ec/course_info_20221106_synopsis.pdf）

３ 青陵社会連携センターでのヒューマンライブラリーではイベントの趣旨を理解し、本を意図的に傷つけないことや、
個人情報を漏えいしないことなどのルールへの同意を参加条件としている。
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【表２】
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を設置することで、人が集まり和気藹々と対話をする高揚感を演出していたが、今回は人と人との距離
の確保を最優先とした。また会場の換気、対話セッションごとに「学生司書」によるテーブル・椅子等
の消毒を徹底した。
　コロナ禍におけるマスク着用は非常に重要であるが、聴覚に障害のある人にとっては相手の口の動き
が読み取れずコミュニケーションに困難をきたしていることは明らかである。今回のヒューマンライブ
ラリーでも聴覚に障害のある「本」３名の参加があり、その「本」とのコミュニケーションのために
UDトーク４を積極的に活用した。UDトークとはコミュニケーションの「UD＝ユニバーサルデザイン」
を支援するためのアプリで、音声を認識しそれを字幕に変換することができる。聴覚に障害のある「本」
を担当する「学生司書」、また「本」の休憩室を担当する「学生司書」は各自のスマートフォンにこの
アプリを入れ、パソコン画面と連動させて「本」とのコミュニケーションを試みた。
　【写真７】は対話セッションの導入時で「学生司書」がUDトークを使用しセッションでのコミュニケー
ション方法を参加者に説明している。「学生司書」が話す内容は「本」の前に設置されたパソコン画面
に映し出され、すべての情報が共有される。【写真８】は「本」と「読者」の対話時の様子で、コミュニ
ケーションは敢えて、口話とホワイトボードなどを使用しての筆談で行った。
　このUDトークの活用で、休憩時間などでの「学生司書」と「本」が楽しそうにコミュニケーション
を取る様子も見られ、スムースな意思疎通が図られた。一方、今回は特定の「学生司書」のみこのUD
トークを使用させていたが、ヒューマンライブラリー終了後、他の「学生司書」からも受付や会場案内
等で使用してみたいとの声が聞かれた。今回のヒューマンライブラリー終了後に放送された「Silent」、「星
降る夜に」といった聴覚障害が登場するテレビドラマでこのUDトークが日常的に使用されており、学
生の間でも認知度が高まっていることから、次回はすべての「学生司書」へのUDトークの活用を促し
たい。

４．アンケート・レポート結果

４－１．「読者」アンケート結果

　「読者」に対して、選択式・記述式で構成されるアンケートを実施した。回答数は48名中42名、回収

４ https://udtalk.jp/about/

【写真７】 【写真８】
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率は84.5％であった。「読者」の年齢層は前述の通り「10代」が圧倒的に多く全体の50％を占めた。次に「20
代」が20％、そして「40代」「50代」がともに10％、「30代」「60代」がともに５％であった。会場が大
学であること、また今回は高校にも事前にヒューマンライブラリーの授業を実施し参加を呼び掛けたこ
とが、若い世代の参加の増加に繋がった。
　今回のヒューマンライブラリーに参加しようと思った理由（複数回答可）として最も多かったものが

「自分にとって関心のあるテーマの『本』があったから」が76％、「企画の趣旨、目的に共感したから」、
「教員の勧めがあったから」がともに45％、「大人数での講演会やセミナーではなく、１対少数人という
形態に魅力を感じたから」が31％であった。また「ヒューマンライブラリーの『本』になってみたいか
ら」という回答も少数ではあるが見受けられた。
　「ヒューマンライブラリーに参加したことで、対話前の『本』（またはその属性）の捉え方と、対話後
の「本」の捉え方に変化があれば、その内容を教えてください」という問いに対して、記述式の回答に
はいくつかの傾向が見られた。まずは、「自分の想像や考えとは違っていた」、「知らなかったことを知
ることができた」ということ、それにより「その属性についてさらに興味がわいた」あるいは「もっと
いろいろな人と関わりたい」といったように新しい世界に触れ、さらに自身の知識や世界を広げたいと
いう考えである。次に「その人自身を見ることの重要性」についての回答も複数見られた。「障害はあ
くまで個性や属性にすぎない」というもので、障害を負の要素として捉えるのではなく、またその人の
すべてを決定付けるものではなく、重要なのは「その人自身」に目を向けることであるといった回答や、
障害といっても多様であり、人それぞれの背景があるゆえ、一括りで捉えるのではなく「しっかりとそ
の人を見る（知る）」ことで、その人にあった対応やサポートができるという意見が複数あった。以下
に回答を一部抜粋して紹介する。

　設問：ヒューマンライブラリーに参加したことで、対話前の「本」（またはその属性）の捉え方と、

対話後の「本」の捉え方に変化があれば、その内容を教えてください。

　　・障害はあくまでもその人の要素の１つにしかすぎないこと、直接接するときは「その人」を見る

という意識を持たなくてはならないと改めて感じました。属性や障がいに目を向けるだけでなく、

その人自身と対話することが大切なのだと思った。

　　・難聴の方が、手話より文字で見えた方がいいと仰っていて、こちらの「こうすればいい」が間違っ

ていたと感じた。「本」の方の思い、考えなどを知ることができ、良かった。（中略）障がいに対

してマイナスなとらえ方ではなく、１つの個性としてとらえられていて、「個性」というとらえ

方は良いなと感じた。

　　・難聴の方や発達障害の方の話を聞き、自分が想像していた以上に大変なことがわかった。そういっ

たひとたちのためにも、普通に生活できている私たち一人ひとりの支えや意識が大切なのだと思

い、　　

　　・障害があると不便に感じることがたくさんあったり、否定的に捉えることが多いと思っていたけ

れど、何も気にせず、楽しく生きている方、できることをみつけて自分のやりたいように生きて

いる方ばかりです ごく楽しく感じました。

　次に「ヒューマンライブラリーに参加したことで、あなた自身の中で何か変化があれば、その内容を
教えてください」という問に対しての記述式の回答で最も多かったものは、前述の問いの回答と重複
するが、「知ることの重要性」に関するものであった。先入観にとらわれず、まずは知ろうとする姿勢、
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そして理解しよう、認め合おうとする姿勢が大事だと認識し、今まで障害のある人との接点がなかった
ことを実感し衝撃を感じた、もっといろいろな人と関わりたい、もっと広い視野を持ちたいと思うよう
になったという回答も見られた。次に多かった回答は「読者」自身の「生き方に関する捉え方の変化」
についてである。自分の悩みがなんとなく大丈夫だと思えるようになった、心が軽くなった、もっと自
分らしくいてもいいと思った、もっと楽しく生きようと思った、など「本」との対話を通して自身の生
き方をポジティブに捉えなおすといった傾向が見られた。また少数ではあるが、目と目を合わせて対話
することの大切さを認識した、対話において臆病になる必要はないと知ったなど、「対話の有効性」に
関するもの、そして今回高校生の「読者」の参加もあったことから、若い「読者」の考え方を聴けてよ
かったといった回答もあった。以下に回答を一部抜粋して紹介する。

　設問：ヒューマンライブラリーに参加したことで、あなた自身の中で何か変化があれば、その内容を

教えてください。

　　・「知らないこと」と「知ろうとしないこと」には大きな違いがあるように感じました。前者は恥

ずかしいことではなく、そこから知ろうとすることが大切なのだと思ったので、明日からは自分

の知識はその人を理解するのに必要な情報のほんの一部でしかないということ、知らないと認め

知ろうとする姿勢で敬意を示せるようになりたいと考えました。

　　・本の皆さんはどなたも工夫しながらご自身のあたり前の日常生活を送られていて、前向きだけど

過度に前向きという訳でもなく、自分の人生を生きているところがすごいと思いました。属性に

とらわれず、目の前にいる方をその人として知ろうとすることを大切にしたいと感じた。

　　・まずは知ること、理解しようとすることが大切だと思った。また、誰かの他人の問題ではなく、

自分に関係あることと捉えられるようになったと思う。

　　・こちらが気をつかって「これは話していいの」と思ったことも、いざ伝えたらポジティブに受け

止めてくれて、臆病にならなくていいんだと思った。

　　・自分の中での悩みがあったけれど、みなさんのお話を通して、何とかなる、大丈夫と思えた。

　　・コロナ禍でも楽しめることを探そうと思った。人を頼ることの大切さを知った。

　　・心が軽くなった。生きることの大切さを感じた。若い読者の方の意見が聞けたのて良かった。

　　・高校生が参加していて、何かを知ろうとする純粋な気持ちに感銘した。

４－２．「本」のアンケート結果

　「本」20名中のうち15名はすでにヒューマンライブラリーに複数回参加していることから、「本」に対
するアンケートは、今回のヒューマンライブラリーに参加するきっかけと参加してみての気づきはなに
かという簡単な記述式の設問にとどめた。回答数は17名で回収率は85％であった。
　ヒューマンライブラリーに参加するきっかけとしてもっとも多くあげられたのは、自身の属性につい
て知ってもらいたい、興味を持ってもらいたい、あるいはそれを共有することで社会や悩んでいる人の
役に立ちたいというものであった。またヒューマンライブラリーが「本」にとってのライフワークにも
なっており、参加すること自体が楽しいと感じているという回答も複数見られた。少数回答ではあるが
特記するものとして、自分について語ることで自分を見つめなおし理解したかったから、ヒューマンラ
イブラリーを通して同じ属性を持つ人と知り合えたら良いと思ったから、といったものもあった。
　今回のヒューマンライブラリーに参加しての気づきやコメントを回答してもらう設問では、多くの

「本」が対面でのヒューマンライブラリー開催を心待ちにしており、そして実際に対面での開催が叶っ
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たことに対する喜びの声が多く見られた。会場の雰囲気を感じながら「読者」が目の前にいることで感
情も伝わりやすく深いコミュニケーションができたというものから、筆者を含め「学生司書」にも久し
ぶりに会えたことを嬉しく思うといったコメントなど、主催者側としても非常に嬉しい言葉を多くいた
だいた。また「あらすじ」作成のインタビューやヒューマンライブラリーでの対話を通して、自分自身
を振り返るいい機会になった、毎年ヒューマンライブラリーに参加することで自分の語りが深まり自己
探求できているといった、自身への気づきに関する回答も複数見られた、これら以外にも非常に多様か
つ興味深い回答が多くあった。以下にその一部を抜粋して紹介する。

　設問：今回ヒューマンライブラリーに参加されての、気づきや感想などご自由にお書きください。

　　・過去の経験を話す「本」の方が多い中で、難病と上手に付き合いながらポジティブにいろいろな

ことに挑戦している現在についてお話するのはどうでしょう」と担当してくれた司書さんに言っ

てもらったので、経験中心に話していた昨年とは違う角度からお話ができたように思います。

　　・ みんなこのような場を求めていたのだな、ということをひしひしと感じました。（中略）他のセッ

　　　ションの様子を聞くことができたり、本も読者も司書も一緒になって考えを紹介し合えたり、魂

の揺さぶられる会になりました。（後略）

　　・筆談をお願いする引け目や負い目を全く感じさせなくて、当然のように文字で伝えてくれるのが

嬉しかった。

　　・私は普段、聞こえる人とのコミュニケーションで、「必要に迫られて」筆談を使っていて、でも、

　　　今回、大きなホワイトボードを使うなどしてみた結果、「必要」を越えた、筆談ならではの楽し

み方を発見しました。この楽しさを聞こえる人たちとも共有できるといいなと思います。

　　・本としては、自身の辛かった体験を開示することの大変さと、どこまで分かってもらえるのかと

いう不安があってとても疲れる体験でした。ただ、自分の本のテーマに何かしらの興味を持って

きてくださる読者の方々との対話は、それ以上に価値のある時間になりました。

４－３．「学生司書」のレポートから

　ヒューマンライブラリー終了後に「学生司書」にはいくつか問を用意し、自身の学びについて簡単
なレポート形式で回答させた。「ヒューマンライブラリー一連の活動を通して、自分の中での変化や気
づきについて書きなさい」という問いに対して、「学生司書」からは自身の本来の興味や置かれた環境、
また担当した「本」の属性によって実に多様な回答があげられた。その中でも共通していることのひと
つとして、「知ること」で自身のステレオタイプや思い込み、あるいはマイノリティに対するイメージ
が変わったといった「考え方の枠」が再構築されたというものであった。例えば障害を特別なことと捉
えていたり、「大変」だとか「かわいそう」だとか、何かしらネガティブな評価や優劣の要素が含まれ
る考え方をもっていたが、「本」との個人レベルでの関わりを通して、そのイメージが覆されたという
回答が多くみられた。また「知る」ことによってさらに深く知りたい、あるいはもっといろいろなこと
を知りたいといったように探求心を深める結果にも繋がり、さらに今後自身の生活においても、知らな
いことを知ろうとすること、マジョリティ・マイノリティに関係なく他者に興味を持とうとすること、
他者と関わろうとすることの大切さと必要性について言及する回答も多くあった。以下に回答を一部抜
粋して紹介する。
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　問：ヒューマンライブラリー一連の活動を通して、自分の中での変化や気づきについて書きなさい

　　・最初は偏見がないわけではありませんでした。でも、この活動をしていくうちに偏見を持つこと

は悪いことではないけど、その人の事を知らない方が恥ずかしく、失礼なことだということに気

が付きました。（中略）自分の偏見だけで狭い視野を持っているのがすごくもったいないことだ

と思います。知らないことを知ろうとする、そういう心がけ一つで見えてくるものが変わってく

るのではないかと思いました。

　　・障がいを個性としてとらえられるようになったのはこのイベントを通してだと思いました。 特

別な人だと捉えがちだが私たちと何ら変わらない事を知りました。 そのような個性を持った方

と道で会い困っていた様子でも今までは勇気が出ずに、助けようとしつつも見て見ぬふりをして

いた。でもお声がけしてくれることは嬉しいとおっしゃる個性を持った方が多くいることを知っ

たので、これからはお声がけをしようと思いました。

　　・（前略）勉強会で、あらすじ作りで、本の方々の話を聞いて、本の方についてや属性について知

ることができる＋自分自身を振り返っていたなと思った。自分もそんなことがあったな、自分も

そんな生き方がしたいなとか、話を聞きながら自分についての理解が深まったと思う。

　　・（前略）私はもともと偏見もちな面もあるため、正直「大変」「可哀想」といったマイナスのイメー

ジが強かったと思う。だが本の皆さんと関わり、お話していく上でそんなマイナスなイメージを

払しょくするような考えや生き方をたくさん教えていただいたように感じる。今はマイノリティ

な属性の方を見かけると、とても気になってしまうようになった。（後略）

５．考察

　３年ぶりに対面でのヒューマンライブラリーであったが、依然コロナ禍の影響を受ける開催であった。
ヒューマンライブラリーは本来、非常にアクセシビリティの高いイベントとされている。前述した通り、
北欧の野外ロックフェスティバルの一角にブースを構えてスタートしたヒューマンライブラリーは偶発
的にそこに居合わせた人が気軽に対話に参加できた。それと同じよう、日本で開催される多くのヒュー
マンライブラリーは申込不要で、当日その場に行き、興味のある「本」を選び、その「本」と会話する
という、カジュアルでかつライブ感があった。しかし今回の会場である青陵大学・短期大学部の新型コ
ロナウイルス感染症ガイドラインに従い、事前に参加者人数の把握やある程度のコントロールが必要で
あり、オンライン開催時と同様にネット上での事前予約制とした。それにより当日は混雑も見られず無
事開催できたが、対面開催としてのアクセシビリティはやや低下したと思われる。また、事前予約制に
してから60代、70代といった高齢の参加者が減少したのも、ネット上で予約するということが参加への
壁になっているのではないだろうか。実際に電話での問い合わせや、当日参加したいと会場を訪れた人
もあったことから、今後の参加方法には検討が必要である。
　アクセシビリティという観点では、オンライン開催は物理的・時間的な制約がなく、Wi-Fi環境が整っ
ておりPCやスマートフォンがあれば全国、あるいは世界どこからでも参加できるという点でメリット
があった。しかし今回対面でヒューマンライブラリーを開催してみて、実際にリアルな対話が切望され
ていたのは特に「本」の声からも明らかであった。これはヒューマンライブラリーに限らず、コロナ禍
において人と人との物理的接触が制限され、一見以前よりも便利になったように感じられるオンライン
でのコミュニケーションの無機質さに無意識的に疲弊していた私たちが望んでいたものだったのかもし
れない。今回は「本」の休憩室での「本」同士、また「本」と「学生司書」の交流も以前より活発に行
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われている様子であった。また対面開催では初めての「振り返り会」を開催し、「読者」、「本」、「学生
司書」が互いの立場でヒューマンライブラリーでの体験を共有する場も好評であった。
　ヒューマンライブラリーは「読者」、「本」、「司書」と関わる全ての人に良い影響をもたらすとされる。

「読者」は自身とは異なる他者の受容が促進され、多様性への寛容な心が育まれる。「本」は対話のナラ
ティブ効果を通じて、肯定的な自己概念を獲得し自信にもつながる。そして「司書」には「読者」が得
られる影響に加え、アクティブラーニングという形でコミュニケーション能力や社会人基礎力の育成と
いう効果も見られる（横田、2018）。新型コロナウイルス感染症拡大のためにヒューマンライブラリー
の本来の形を踏襲できていないが、青陵での５回のヒューマンライブラリーを終え、過去の「読者」、「本」
アンケート結果も含めると、一定の効果をもたらしていると考えられる。また「学生司書」のレポート
から、そして学生司書プロジェクトを指導する筆者の体感としてもこの活動が、授業内だけでは得られ
ない情動的な深い学びに結びついていると言えるであろう。ただ、ここではそれぞれの立場にそれぞれ
の効果が見られるという大きな「傾向」としての考察である。ヒューマンライブラリーという空間にお
いて、あるいはこのイベントの準備から当日の運営までを通して「読者」、「本」、「学生司書」が得る学
びや気づきは唯一無二であり非常に興味深く、それを大きな傾向としてまとめてしまうのは惜しいこと
である。今後は個々の学びや気づきがいかなるものか、そしてそれらがヒューマンライブラリーという
空間の外で個々の姿勢や行動にどのような影響を与えるかを考察することで、ヒューマンライブラリー
が共生社会実現にどのように貢献していけるかさらに探求したい。

６．お わ り に

　２回のオンライン開催を経て、ようやく本来の形を取り戻しつつあるヒューマンライブラリーである
が、対話をベースとするこの取組は、まだ新型コロナウイルスの影響から完全に脱することはできてい
ない。2023年５月からその取扱いが「２類」から「５類」に移行することが正式に決定したが、それで
もなお続くであろう「with コロナ」社会で、この活動を継続してくのにはまだまだ多くの工夫が必要
である。
　青陵社会連携センターの今後の目標として、ヒューマンライブラリーの継続的な開催を目指すととも
に、「読者」の年齢層の拡大を図ることを検討している。今回のヒューマンライブラリーも高校生、大
学生の参加者が多くみられたが、より若い層に周知することで今後は中学生の参加も視野に入れるとと
もに、前述した通り60代70代といった層にもアプローチし、属性や世代を超えた対話を目指したい。ま
た、今回の東新潟中学校の特別支援学級での「ミニヒューマンライブラリー」にように、学外にも出向
き開催し、ヒューマンライブラリーを開催したいという団体、個人へのサポートも積極的に行っていき
たいと考える。
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